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修士論文要旨
１．研究の目的
　本研究では，透析患者のQOD（quality of death）分析
をテーマとする。一人ひとりの患者がその人らしい死を迎
えるためにケアが果たす役割について検討し，透析患者の
死への準備教育と看取りケアについての知見を得ることを
目的とする。
２．調査「透析患者のQOD」
目的：透析患者という死を意識しながら生活を送る人々の
QODについて質的調査および思考の分析を行い，心理特
性を明らかにする。
研究デザイン：質的記述的研究
研究対象者：外来維持血液透析を受けている患者
データ収集方法：インタビューア・バイアスによる影響を
極力低減することに主眼をおき，データ収集方法として個
人の心情や日常をリアルタイムに文章化していると思われ
るブログに着目した。日本ブログ村病気ブログ人工透析
（http://sick.blogmura.com/jinkoutouseki）に2012年10
月５日時点でエントリーしている16ブログを対象とした。
調査期間:対象各ブログ開設日から2012年10月５日に更新
されたものまでをデータとして使用する。
分析方法:グラウンデッド・セオリ ・ーアプローチの手法を
参考にして以下の手順で分析を行う。
データ収集の視点:透析時間以外の日常生活に及ぼす透析
の影響も含めて透析患者の思考を分析し，終末期を生きる
プロセスについて検討するため1.日常生活について，2.透
析室内での過ごし方，3.体重コントロールと食事制限，4.医
療スタッフとのかかわり，5.生と死に関連した記述，の５
つの視点からブログを分析する。
倫理的配慮:データ収集でブログを対象とするにあたり，著
作権法　第三十二条を確認した。
結果：透析患者の心理特性として，複数のコードから20の
サブカテゴリーと10のカテゴリー【透析への拒絶と絶望】
【透析導入に至った不条理に対しての憤りと虚無】【透析順
応への気づき】【世間の目を気にしながら生活する】【「透析
者」としての自分を受け入れ生きていく】【人格を尊重しな
い医療者達への不信】【いのちを輝かせるために気持ちを奮
い立たせる】【未来のために厳しい節制を続ける】【死を意
識することで生が際立つ】【安全で高い技術があってこその
信頼関係】が抽出された。
考察１：透析患者の心理得性についての分析結果を概念化
し，抽出したカテゴリー間の関係を図式化した（Figure1）。
心理特性に影響をもたらす因子として，a.身体的変化b.精
神的変化c.社会との関係性の変化d．医療者との関係の４つ
の関連が示唆された。
考察２：Ｅ.キューブラー=ロスの死の受容のプロセスを比
較対象として透析患者の心理特性を考察した。1.毎回の透
析治療が安定していると思われる患者たちでさえも，透析
導入時という早い段階から「死にゆく過程」の経過をたどっ
ていることが示唆された。2.透析患者のQOLはほぼQOD
と同等であるといえる。3.透析患者がその人らしい死を迎
えるとは，一人の人間として尊重されることによって，「今
を十分に生きる」と患者自らが感じることができる日々が
あってこそ実現される。
結論：透析患者のQOD向上に向けたACP（advance care 
planning）の充実と実践が，患者-家族-医療者間に適切な
コミュニケーションをもたらす，といえる。
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Figure 1　透析患者の心理特性
